
頼
成
人
物
誌
　
其
の

一

せ
げ

ん

本
願
寺
勧
学
を
勤
め
た
瀬
成
世
眼
師

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
大
日
山
西
慶
寺

第
十
六
世
住
職
。
安
政
二
年

（
一
八
五
五

年
）
八
星

一日
生
ま
れ
。
昭
和
六
年
二
月

二
十
四
日
没
。
　

　

行
年
七
十
七
才
。

明
治
三
十
六
年
、
文
学
寮
大
学
林
高

等
科

・
大
学
校

畿
↓

を
卒
業
。

八
年
間
に
わ
た
っ
て
仏
教
大
学
霊
ι

教
授
を
務
め
た
後
、
請
わ
れ
て
真
言
宗

高
野
山
の
高
野
山
大
学
に
転
任
し
、
こ

こ
で
六
年
の
間
教
授
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
間
、
本
願
寺
に
お
い
て
司
教
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
正
七
年
秋
、

特
命
に
よ
り
勧
学
職

肇
↓

に
就
か
れ

ま
し
た
。

各
地
の
仏
教
講
演
会
に
於
い
て
講
師
を
務
め
ら
れ
た

た
ほ
か
、

「探
玄
記
要
訣
」

「高
僧
和
讃
義
温
」
な
ど

多
数
の
著
書
を
通
じ
て
、
真
宗
教
学
の
普
及
振
興
に
多

大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

に
お
け
る
僧
侶
研
修
会
で
の
資
料
な
ど
が
今
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

死
去
さ
れ
た
あ
と
、
師
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
梅
原
真

隆
師

盆
↓
、
高
雄
義
堅
師
釜
Ｃ

ら
の
手
に
よ
っ
て
、

京
都
西
大
谷
の
勧
学
谷
に
墓
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

梅
原
真
隆
師
が
勧
学
瀬
成
世
眼
論
説
集
に
寄
せ
ら
れ

た
序
文
に

「和
上
ほ
ど
書
を
愛
し
た
も
の
は
な
い
。　
一

日
と
し
て
和
上
の
手
か
ら
書
の
離
れ
た
こ
と
は
な
い
。
和

上
は
書
を
読
む
た
め
に
こ
の
地
上
に
生
ま
れ
て
来
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
名
利
に
執
せ
ず
俗
塵
に
染
ま
ず
、　
一
生

を
書
斎
に
送
ら
れ
た
和
上
は
ほ
ん
と
う
に
学
者
ら
し
い

学
者
で
あ
る
」
と
、
そ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
記
さ
れ
て

一を
い響
褻
弊
ル
ー
´

い
ま
す
。

わ
が
頼
成

か
ら
こ
の
よ

う
な
優
れ
た

人
材
を
生
み

出
し
た
背
景

に
は
、
如
水

と
号
し
て
優

1

れ
た
俳
人
で
も
あ

っ
た
西
慶
寺
十

二
世
善
貞
師
、
寺
子

屋
を
開
い
て
子
弟
を
教
化
し
た
十

四
世
善
永
師

の
存
在

や
、
こ
の
地
が

「学
国
越
中
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
真

宗
教
学
研
究
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（大
日
山
西
慶
寺
よ
り
資
料
の
提
供
を
頂
き
ま
し
た
。
）

註
１
・
註
２
　
龍
谷
大
学
の
前
身
。

註
３
　
本
願
寺
学
階
制
度
に
お
け
る
最
高
の
位
で
定
員
は
十
八
人
。

真
宗
学
や
仏
教
学
の
権
威
者
で
あ
る
。
終
身
制
度
で
欠
員
が
出

来
る
と
司
教
の
中
で
試
験
に
受
か
っ
た
者
か
ら
補
充
さ
れ
る
。

註
４
　
若
神
組
　
一尚
岡
教
区
に
属
す
る
寺
院
組
織
。
砺
波
地
方
に

は
砺
波
組
、
若
神
組
、
川
上
組
な
ど
が
あ
る
。

註
５
　
仏
教
大
学
学
監
、
本
願
寺
勧
学
寮
頭
な
ど
を
歴
任
。
参
議

院
議
員

註
６
　
中
国
仏
教
史
の
泰
斗
、
本
願
寺
勧
学
。

宏
ｖ
　
“静
　
の
　
「つ
　
た

年
寺
り
の
多
き
ョ
ナ
リ
雀
欠
ら

裁
仄
永
そ
し
え
う
条

「
締
の
花
」
よ
り

晩
年
、
病

を
得
て
帰
郷

し
て
か
ら
も

一
教
学
の
振
興

に
努
め
ら
れ

，
ま
し
た
が
、

」
そ
の
活
動
の

『

一
端
を
示
す

一
も
の
と
し
て

若
神
組
議
‘

饉
辟
の
諄
時
議
け
り
學
亀
ギ
九

林
　
・奪

●

一

著書「安心奥義問答抄」

の直筆原稿

弔

事

林

　

ふ

で
　

様

八
月
二
十
四
日
死
去

享
年
数
え
年
九
八
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す

～
十
霞
日

（水
）

秋

の

一
泊
旅
行
能
登
方
面

詳
細
は
第

二
面
に
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8月 のらんじょ浮世亭は、いつもの定番メニューの
ほか、「認知症 その症状と予防」というテーマ
で、砺波市地域包括支援センターの堀田智子、中堀
伸枝両保健師を招いてお話を聞きました。

今回の企画は「認知症サポーター養成講座を兼ねており、参加者には認知症サ
ポーターの講座修了者として、ブレスレットが渡されました。また、認知症に対す渡されました。また、認知症に対す

|があり、三F電明外二さんと齋藤冨美る誤った対応と正しい対応を比較して学ぶ寸劇があり、三 F電明外二さんと齋藤
子さんが、直前に手渡されたシナリオを見ながら、当意即妙の演技をされて、子さんが、直前に手渡されたシナリオをJ
く分かりやすく認知症への理解を深めるこ

り、三 F電明外二さんと齋藤冨美
当意即妙の演技をされて、楽し

知症への理解を深めることができました。
・朗誦の集いは、仏説阿弥陀経の第七[

不乱に唱えれヤ
午後の書写・朗誦の集いは、仏説阿弥陀経の第七回日、弥陀の名号を一心
に唱えれば、その臨終に望んで極楽浄土から弥陀が聖衆を引き連れて来迎さ浄土から弥陀が聖衆を引き連れ

ν

L説いている部分を書写しました。
が聖衆を引き連れて来迎さ

れると説いている

次回は9月 電6日  (水曜題)です
光寿会・浮世亭共催「高齢者の交通安全」
このところ、高齢者の交通死亡事故が増えていま
す。ちょうど秋の交通安全月間でもあり、頼成光寿
会との共催で、講師を招いて話を聞いたり寸劇を見
たりしながら、高齢者の交通安全について考えてみ

争l略忌讐募嘉≒基RFこ
ろより約1時間の予定で

=●
:|■ |  |  ‐ ■‐|‐  |

|

|

養成講座のテキスト

秋
の
交
通
費
塗
運
動

二
十

一
日
か
ら
十
日
間

恒
例
の
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
今
年
も
九
月
二
十

一

日
（月
）か
ら
三
十
日
（水
）ま
で
の
十
日
間
、

「高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
と
し
、
①
夕
暮
れ
時

と
夜
間
の
歩
行
中

・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
、
②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、
③
飲
酒
運
転
の
根
絶
を

主
な
目
標
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
特
に
最
終
日
の
九

月
二
十
日
は

「交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
と
し

て
街
頭
の
指
導
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

努
力
義
務
で
す
が
、
も
み
じ
マ
ー
ク
を

な妙
下
輔
畳
堪
髪
鵡
離
野
載

が
義
務
付
け
ら
れ
、
違
反
し
た
場
合
は
反
則

金
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、　
里
品

齢
者
い
じ
め
だ
」
と
の
批
判
が
続
出
し
た
た
め
、
再
度

法
改
正
さ
れ
、
今
は
ま
た
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
機
能
検
査
義
務
づ
け

運
転
免
許
証
を
更
新
す
る
七
五
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
、
従
来
の
高
齢
者
講
習
に
加
え
、
判
断
力
や
記
憶
力

の
衰
え
を
判
定
す
る

「認
知
機
能
検
査
」
を
受
け
る
こ

と
が
六
月

一
日
施
行
の
改
正
道
交
法
で
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

（前
号
既
報
）

酒
酔
い
運
転
百
万
円ご
存
知
で
し
ょ
う
が
、
酒
酔
い
運
転
は

五
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

酒
気
帯
び
運
転
で
も
三
年
以
下
の
懲
役

又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
、
呑
ん
だ

人
は
も
ち
ろ
ん
呑
ま
せ
た
人
、
同
乗
し

た
人
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
で
す

が
、

「呑
ん
だ
ら
乗
る
な
。
乗
る
な
ら
呑
む
な
」
を
厳

守
し
ま
し
よ
う
。

底
東
園
地
区

軒
並
み
減
少

合
併
五
年
後
の
地
区
別
人
口

平
成
十
六
年
の
合
併
以
来
五
年

間
で
、
砺
波
市
の
人
日
は
全
体
で

一
四
四
人
増
え
ま
し
た
が
、
般
若
、

東
般
若
、
栴
檀
野
、
栴
檀
山
四
地

区
は
軒
並
み
減
少
し
、
特
に
般
若

地
区
は
百
十

一
人
減
と
四
地
区
中

最
大
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

20年3月末

21年 3月末

鸞

新庄線庄東製作所付近から

庄川方向を望む。バイパスエ事が進み、消防署
の出張所の建物が姿をあらわしました。

お
誘
い
含
わ
せ
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い

1日 定例役員会
13日 敬老会
16日 らんじょ浮世亭
17日 やなぜ苑奉仕活動
26日  光寿会ベタンク大会


